
第３県内の交通事故とその特徴

１慨況

（１）平成２３年中の交通事故

ア交通事故の発生件数、死者数祀傷者数

（ア）発生件数９，６１８件（前年比一ＬＭ件９．８％減）

（イ）死者数９４人（前年比-18人16J％減）

（ウ）傷者数11,855人（前年比-1,398人１０５％減）

イ交通事故の概況

（ア）死者数は９４人で昭和２８年以来５８年ぶりに100人を下回った。

（イ）発生件数ぃ傷者数は平成１４年から１０年連続減少した。

の）高齢者死者数は５０人で平成２年以来２１年ぶりに５０人以下となった。

（工）発生件数は9,618件で昭和６２年以来24年ぶりに10,000件を下回った。

（オ）人身事故の前年比'’047件減少は、平成に入り最も多い減少数であった。

（力）１日平均の発生件数は２６４件、死者数は０２６人、傷者数は３２５人であり、時間に換算す

ると

・発生件数は、約54分39秒に1件

・死者数は，約９３時間１１分29秒に１人

・傷者数は、約44分２１秒に１人

の割合となっている。

1年間の死傷者数１１，９４９人は小野町の人口に匹敵する人数である。

（２）死亡事故の特徴

ア死者数は、全国で多い方から２１番目であり、人口］０万人当たりの死者数は全国平均が３６０

人であるのに対し、本県は４６３人であり全国平均を上回っている。

イ死亡事故抑止重点対策別死者数は、次のとおりである。

（ア）高齢者の死者数は５０人（全死者数の５３．２％）で前年比１０人減少した。

（イ）高齢運転者による死者数は１４人（全死者数の１４９％）で前年比11人減少した。

（ウ）夜間の交通事故による死者数は41人（全死者数の４３．６％）で前年比１９人減少した。

（エ）悪質違反による死者数は１５人（全死者数の１Ｍ％）で前年比２１人減少した。

（オ）交差点の事故による死者数は３８人（全死者数の４Ｍ％）で前年比７人減少した。

（力）カーブの事故による死者数は20人（全死者数の213％）で前年比５人減少した。

（キ）四輪乗車中の死者数28人のうち、シートベルトの着用者は１９人で、着用率は67.9％であ

った。

２交通事故の発生状況

（１）月別発生状況

ア発生件数が最も多かったのは１２月の1,017件である。

1,000件台は１２月のみで、７００件台が５．６．９月、６００件台が３，４月、その他は800件台
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で900件台はなかった｡．

また、上半期の発生件数は４，３５７件（45.3％)、下半期が５，２６１件（54.7％）で下半期の発生

割合が約９ポイント高い。

１ヶ月平均では、８０Ｌ５件となっている。

イ死者数は、１１月が１８人で最も多く、５月の２人が最も少ない。

また、上半期の死者数は３３人（35.1％）で前年比６人の減、下半期が６１人（64.9％）で前年

比１２人の減となり、１ケ月平均で7.8人となっている。

（２）警察署別発生状況

ア発生件数は、iWil山署（Ｌ５０８件)、いわき中央署（Ｌ247件)、福島署（1,238件）の順に多く、

３箸合計は3,993件で全事故発生件数の４Ｌ５％を占めている。

イ死者数は、郡山北署が１１人で最も多く、次いで郡山署、白河署が８人、須賀川署、喜多方署

が７人で、以上５箸の合計は４１人で全死者数の４３６％を占めている。

（３）市町村別発生状況（高速道は除く）

ア発生件数は、いわき市（2,233件)、郡山市（Ｌ988件)、福島市（1,549件）の順に多く、３市

の合計は５７７０件で、全事故発生件数の60.0％を占めている。

また、県内１３市の合計は8,307件で、全事故発生件数の８Ｍ％を占めている。

イ死者数は、郡山市（１５人)、福島市（８人)、いわき市（７人)、会津若松市・須賀川市（５人）

の順に多く、以上５市の合計は40人で、全死者数の４２１％を占めている。

また、県内１３市の死者数は58人で、全死者数の６１７％を占めている。

（４）道路別発生状況

ア発生件数は、市町村道が３，９０５件（前年比－４２３件）で最も多く、全事故発生件数の４０６％

を占め、ついで国道が２８６７件（前年比-386件）で全事故発生件数の２９．８％を占めている。

国道では、４号（840件)、６号（５０７．件)、４９号（409件)、１３号（177件)、１１８号（176件）

の順に発生している。

イ死者数が最も多いのは、国道の３５人（前年比－２人）で、全死者数の３７．２％を占め、次いで

市町村道が27人、県道が２６人となっている。

なお、国道では主要国道が１４人（前年比－７人)、三桁国道が２１人（前年比十５人）となっ

ている。

（５）道路形状別発生状況

ア交差点及び交差点付近での事故が多い。

（ア）交差点事故3,557件（前年比-390件）全事故発生件数の370％

（イ）交差点付近の事故1,379件（前年比-443件）全事故発生件数の１４３％

交差点の事故を大、中、小規模交差点に区分すると、中規模交差点（道路幅員5.5ｍ以上１３ｍ

未満）が11908件（前年比－１７４件）で、交差点事故の５３．６％を占めている。

交差点付近を含めた構成率は、３８．７％となる。

イ死者数は、交差点が２７人（前年比－１３人)、交差点付近が１１人（前年比十６人）で、合計

３８人となり、全死者数の４０．４％を占めている
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（６）道路線形別発生状況

直線道路での事故は、8,645件（前年比-903件）で全事故発生件数の８９．９％、ダ

（前年比－１４人）で全死者数の７６．６％と多い．

一方、カーブでの事故は４８４件（前年比－１１９件）で全事故発生I件数の５．０％であ

は２０人（前年比－５人）で全死者数の２１．３％となっている。

（７）時間別発生状況

朝夕の通勤、通学時間帯が多い。

ア発生件数が多い時間帯は、

（ア）７:00～８:0０894件（前年比-75件）全事故発生件数の９．３％

（イ）17:00～18:00872件（前年比-99件）全事故発生件数の９．１％

（ウ）８:00～９:0０799件（前年比-100件）全事故発生件数の８３％

となっている。

イ死者数の多い時間帯は、

（ア）16:00～17:0０９人（前年比±０人）全死者数のＭ％

19:００～20:0０９人（前年比十５人）全死者数の９．６％

（イ）１７:00～18:0０８人（前年比十３人）全死者数の８．５％

18:00～19:0０８人（前年比±０人）全死者数の８５％

（ウ）９:00～10:00６人（前年比十１人）全死者数の６’４％

１１:00～12:0０６人（前年比±０人）全死者数の６４％

となっている。

（８）昼夜別発生状況

発生件数は昼間が多いが、夜間は発生件数の割に死者数が多い。

ア昼

（ア）発生件数7,143件（前年比-691件）全事故発生件数の７４Ｂ％．

（イ）死者数５３人（前年比＋１人）全死者数の５Ｍ％

イ夜

（ア）発生件数2,475件（前年比-356件）全事故発生件数の２５．７％

（イ）死者数４１人（前年比－１９人）全死者数の４３６％

ウ薄暮（昼夜の内数）

（ア）発生件数660件（前年比-38件）全事故発生件数の０９％

（イ）死者数１１人（前年比十６人）全死者数の１Ｌ７％

（９）車種別発生状況（第１当事者）

普通乗用車の事故が多い。

主なものは、

ア普通乗用車

（ア）発生件数５，０６２件（前年比-581件）全事故発生件数の５２．６％

（イ）死者数３７人（前年比－４人）全死者数の３Ｍ％

死者数は７２人

で全事故発生I件数の５．０％であるが、 死者数
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イ軽四輪乗用車（ミニカーを含む）

（ア）発生件数2,632件（前年比-260件）

（イ）死者数２０人（前年比－９人）

ウ軽四輪貨物車

（ア）発生件数８３４件（前年比-52件）

（イ）死者数１０人（前年比－７人）

エ普通貨物車

（ア）発生件数５５１件（前年比－１件）

（イ）死者数３人（前年比－７人）

となっている。

(10）年齢別発生状況（第１当事者）

第１当事者（歩行者･自転車を含む）の年齢別では

全事故発生件数の２７，４％

全死者数の２Ｌ３％．

全事故発生件数の８７％

全死者数の１０．６％

全事故発生件数の５７％

全死者数の３．２％

ア16歳未満

（ア）発生件数１７件

（イ）死者数０人

イ１６歳～24歳

（ア）発生件数11456件

（イ）死者数１２人

ウ２５歳～２９歳

（ア）発生件数942件

（イ）死者数９人

エ３０歳代

（ア）発生件数1,673件

（イ）死者数１６人

オ４０歳代

（ア）発生件数Ｌ４９０件

（イ）死者数１８人

力５０歳代

（ア）発生件数１，６１３件

（イ）死者数１７人

キ６０歳～64歳

（ア）発生件数８１９件

（イ）死者数８人

ク６５歳～74歳

（ア）発生件数954件

（イ）死者数５人

ケ７５歳以上

比
比
年
年
前
前
く
く

＋２件）

±0人）

全事故発生件数の０．２％

全死者数の０．０％

(前年比-272件）

(前年比－３人）

全事故発生件数の］5.1％

全死者数の12.8％

(前年比-100件）

(前年比十２人）

全事故発生件数の９．８％

全死者息数の９６％

(前年比-277件）

(前年比－６人）

全事故発生件数の１７．４％

全死者数の17.0％

(前年比－１６９件）

(前年比±０人）

全事故発生件数の１５５％

全死者数の191％

(前年比-110件）

(前年比十２人）

全事故発生件数の１Ｍ％

全死者数の18.1％

(前年比-11件）

(前年比－２人）

全事故発生件数の８５％

全死者数の８．５％

(前年比－１２２件）

(前年比－９人）

全事故発生件数の９．９％

全死者数の５３％
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（ア）発生件数６１９件（前年比十24件）

（イ）死者数９人（前年比－２人）

となっている。（他不明３５件死者数０人）

(11）事故類型別発生状況

余事i攻発生件数の６．４％

全死者数の９．６％

発生件数では車両相互の事故が多い。

ア章両相互

（ア）発生件数8,525件

（イ）死者数３４人

主なものは、

。追突

発生件数4,017件

死者数５人

・出会い頭

発生件数２，５０７件

死者数１２人

・右折時

発生件数644件

死者数２人

・正面衝突

一発生件数３１０件

死者数６人

・転回・後退時

発生件数423件

死者数１人

となっている。

イ人対車両

（ア）発生件数836件

（イ）死者数３８人

主なものは、

・横断中

発生件数468件

死者数２５人

・通行中(対面。背面）

発生件数129件

死者数７人

となっている。

ウ車両単独

(前年比-847件）
O 

(前年比－７人）

全事故発生件数の８８．６％

全死者数の３Ｍ％

(前年比－２５７件）
◆ 

(前年比±０人）

全事故発生件数の４１Ｂ％

全死者数の５．３％

(前年比-355件）

(前年比－４人）

全事故発生件数の２６１％

全死者数の１２８％

(前年比-46件）

(前年比－２人）

全事故発生件数の６．７％

全死者数の２１％

(前年比-109件）

(前年比－９人）

全事故発生件数の３．２％

全死者数の６．４％

(前年比－１３件）

(前年比十１人）

全事故発生件数の４．４％

全死者数のＬ１％

(前年比-110件）

(前年比－４人）

全事故発生件数の８．７％

全死者数の４０．４％

(前年比-41件）

(前年比－５人）

全事故発生件数の４．９％

全死者数の２６６％

(前年比-35件）

(前年比十５人）

全事故発生件数の1.3％

全死者数の７．４％
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（ア）発生件数255件（前年比-92件）全事故発生件数の２７％

（イ）死者数２２人（前年比－７人）全死者数の２３．４％

主なものは、

‐・工作物衝突

発生件数149件（前年比-44件）全事故発生件数の１５％

死者徽１４人（前年比－７人）全死者数の１４９％

となっている。

(12）違反別発生状況
か

ア発生件数で最も多いのは、安全運転義務違反の61958件（前年比－１，０６２件）で全事故発生件

数の７２３％を占め、うち前方不注意が２，６９１件（前年比－３４２件）で、安全運転義務違反全体

の３８．７％を占めている。

悪質違反は1,301件（前年比十５３件）で全事故発生件数の１３５％を占め、特に一時不停止が

４６５件（前年比十８０件）で悪質違反の３５．７％、信号無視が404件（前年比－３件）で悪質違反

の31.1％を占めている。

その他の違反では、交差点安全進行（837件)、優先通行妨害等（266件)、徐行違反（９５件）

の順に多くなっている。

イ死者数は、悪質違反が１５人（前年比－２１人）と減少した。

このうち通行区分｡追い越し違反による死者数は、５人（前年比－７人）で悪質違反全体の

３３．３％を占めている。

安全運転義務違反による死者数は、７１人（前年比十７人）で全死者数の７５．５％を占め、この

うち前方不注意による死者数は４７人（前年比十１２人）で、安全運蛎義務違反による死者数の

６６．２％を占めている。

(13）状態別死,傷者の状況

死者数は歩行中、傷者数は四輪車乗車中が最も多い。

ア四輪車※（）は同乗者数で内数

（ア）死者数２８人（10人）前年比-20人（＋１人）全死者数の２９Ｂ％

（イ）傷者数9,249人（2,094人）前年比-1,080人（－３１９人）全傷者数の７Ｍ％

イ自二

（ア）死者数７人（０人）前年比±０人（±、人）全死者数の７．４％

（イ）傷者数198人（７人）前年比-21人（＋１人）全,傷者数のＬ７％

ウ原付

（ア）死者数６人（０人）前年比－２人（±０人）全死者数の６．４％

（イ）傷者数２５７人（１人）前年比－５６人（±０人）全傷者数の２．２％

エ自転車

（ア）死者数１３人（０人）前年比十６人（±０人）全死者数の１３８％

（イ）傷者数１，２９８人（７人）前年比－１２１人（±０人）全傷者数の109％

オ歩行者
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（ア）死者数４０人 前年比－２人全死者数の４２６％

（イ）傷者数827人前年比－１１７人全傷者数の７．０％

力その"他

（ア）死者数０人前年比±０人全死者数のｑ0％

（イ）傷者数２６人前年比－３人全傷者数の0.2％

(14）シートベルト着用状況

ア死傷者のシートベルト着用状祝は、死亡者の着用率が最も低く、傷害の程度が軽くなるほど着

用率が高くなっている。

（ア）死者数２８人雫着用者１９人（着用率６７．９％）

（イ）重傷者数341人中着用者２６９人（着用率７Ｍ％）

（ウ）軽傷者数8,908人中着用者8,446人（着用率９４８％）

イ座席別にみた着用状況は次のとおりである。

（ア）運転席

○死者数１８人中着用者１１人（着用率６１．１％）

○傷者数7,155人中着用者7,029人（着用率98.2％）

（イ）助手席

○死者数８人中着用者６人（着用率７５．０％）

○傷者数1,279人中着用青１，２１８人（着用率９５．２％）

け）後部座席

○死者数２人中着用者２人（着用率１０００％）

○傷者数８１５人中着用者468人（着用率５７．４％）

３特定事故の発生状況

（１）歩行者の事故

ア死者数４０人（前年比－２人）全死者数の４２６％

イ傷者数827人（前年比－１１７人）全)傷者･数の７．０％

で死者数、,傷者数いずれも減少した。

（ア）年齢別

○死者数は高齢者が２７人で前年比４人減少し、歩行者の事故の死者蕊○死者数は高齢者が２７人で前年比４人減少し、歩行者の事故の死者数の６７．５％を占めてい

る。

．特に、７５歳以上が１８人と多く、高齢者の歩行者の事故の死者数の６６．７％を占めている。

○Ⅷ傷者数は高齢者が263人で前年比３３人減少し、歩行者の事故の傷者数の３１８％を占めて

いる。

(イ）歩行者の違反

○死者数30人（前年比－３人）で、歩行者の事故の死者数の７５．０％、うち通行区分が７人

（前年比十５人）で、歩行中違反あり死者数の２３．３％を占めている。

○，傷者数280人（前年比－３６人）で、歩行者の事故の傷者数の３３．９％、うち横断歩道外横

断が60人（前年比－２５人)、飛び出しが６９人（前年比－６人）で多い。

■ 
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（２）自転車の交通事故

ア死者数１３人（前年比十６人）、全死者数の１Ｍ％

イ傷者数1298人（前年比-121人）全`傷者数の１０９％

で、死者数は増加したが、傷者数は減少した。

（ア）年齢別では、

○死者数は高齢者が９人で前年比４人増加し、自転車の事故の死者数の６９．２％を占めている。

○傷者数は高校生が３３９人で前年比２０人減少したが、自転車の事故の傷者数の26,1％を占

めている。

特に､通学等の傷者数が260人(前年比－４人)と多く、高校生の傷者数(自嘱車)の７６．７％

を占めている。

（イ）道路形状別では、交差点及び交差点付近での事故が多く、

○死者数８人（前年比十４人）自転車の事故の死者数全体の６１５％

○傷者数９３２人（前年比-86人）目il扇車の事故の傷者数全体の７１．８％

となっている。

（ウ）自転車の違反では、瞳反ありが

○死者数10人（前年比十６人）自転車の事故の死者数全体の７６．９％、内訳は、交差点安全

進行、安全不確認が３件、信号無視、右側通行、横断禁止、優先通行妨害が各１件

○傷者数585人（前年比－９６人）自転車の事故の傷者数全体の４５．１％、うち交差点安全進

行が154人（前年比十９人）で、自転車の事故の傷者数全体の１１９％

となっている。

）子どもの交通事故（中学生以下）(3)子どもの交通事故（中学生以下）

ア死者数．２人（前年比－１人）全死者数の２．１％

イ傷者数６６１人（前年比－１１４人）全傷者数の５６％

で、死者数、傷者数いずれも減少した。

（ア）年齢別で見ると、

○死者数は幼児が１人、中学生が１入。

○傷者数は小学生が多く３２０人（前年比-19人)、中学生202人、幼児139人

となっている。

（イ）状態別では、

○死者数は、歩行者２人（前年比十１人)。

○傷者数は、車両同乗中344人（前年比-43人)、自転車179人、歩行者135人、その他２

人、自動車運転１人の鵬

となっている。

（４）高校生の交通事故

ア高校生が起こした事故（第１当事者）

（ア).発生件数１５件（前年比一]１件）全事故発生件数の０２％

（イ）死者数２人（前年比十１人）全死者数の２１％
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（ウ）傷者数１４人（前年比－１４人）全傷者数の０．１％

で発生件数、傷者数は減少したが死者数は増加した。

○車種別でみると、自転車が９件（前年比－４件）で高校生の事故の６００％を占め、次い

で四輪車４件の順となっている。

イ高校生の死傷者数．

（ア）死者数１人（前年比±０人）全死者数のＬ１％

（イ）傷者数467人（前年比-60人）全傷者数の３．９％

で死者数は同数で、傷者数は減少した。

○状態別では、

・死者数は原付車運転中１人（前年比±0人）

・傷者数は、自転車が339人（前年比-20人)、車両同乗中９１人、歩行者３０人、四輪運

転中１人、二輪運転中３人、原付運転中３人

となっている。

○通行目的別では、

・死者数は、買い物１人（前年比－１人）

・傷者数は、通学等３０４人（前年比-19人)、買い物４３人、訪問１９人、飲食。娯楽１１

人等

となっている。

）青年運転者の交通事故（25歳未満）

ア発生件数Ｌ446件（前年比-271件）全事故発生件数の１５－０％

イ死者数１２人（前年比－３人）全死者数の１２．８％

ウ傷者数1,842人（前年比-380人）全､傷者数の15.5％

で発生件数、死者数、傷者数いずれも減少した。

（ア）違反別では、安全運転義務違反が1,129件（前年比-253件）で青年運転者の事故の７８．１％

を占め、悪質違反による事故も158件（前年比－１５件）で青年運転者の事故の１０９％を占め

ている。

（イ)車種別では､普通乗用車が667件(前年比-162件)で最も多く、青年運転者の事故の46.1％

を占め、次いで軽四輪乗用車648件、軽四輪貨物車５２件の順となっている。

け〉死者数でみると、悪質違反による死者数は４人（前年比－２人）となっており、青年運転

者の事故の死者数の３Ｍ％を占め、通行区分等違反が２人（前年比±０人)、最高速度違反が

１人（前年比±０人)、一時不停止違反が１人（前年比±０人）となっている。

）高齢者の交通事i攻（６５歳以上）

ｊ
ア
イ
ウ

岸
０
！
 

（６）高齢者の交通事i攻（６５歳以上）

ア高齢運転者の事故（第１当事者）

（ア）発生件数1,563件（前年比-97件）全事故発生件数の１Ｍ％

（イ）死者数１４人（前年比－１１人）全死者数の14.9％

（ウ）傷者数1,932人（前年比-103人）全傷者数の16.3％

で発生件数、死者数、傷者数いずれも減少した。
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○車種別では､普通乗用車が803件(前年比－８６件)で高齢運転者の事故の５１．４％を占め、

次いで軽四輪乗用車336件、軽四輪貨物車320件となっている。

○時間別で見ると、件数は10時から１２時が３３０件（前年比十４件）と多く、高齢運転者

の事iij〔の２Ｌ１％を占め、次いで８時から１０時の２５９件となっている。

一方、死者数は１２時から１４時が４人（前年比十１人）で、高齢運転者の事故の死者数

の２８６％を占めている。

イ高齢者の死傷者数

（ア）死者数５０人（前年比-10人）全死者数の５３．２％

（イ）傷者数１，５６３人（前年比－３０５人）全傷者数の13.2％

で死者数、傷者数ともに減少した。

○状態別でみると、

③死者数は歩行者が27人（前年比－４人）と多く、高齢者の死者数の54.0％を占め、次い

で自転車乗用中９人、四輪車同乗中８人、四輪車及び原付運転中が各３人

・傷者数は四輪車運!|嵐に'｡が６０９人（前年比－１０３人）で高齢者の傷者数の３９．０％を占め、

次いで四輪車同乗中350人、自転車乗用中２４３人、歩行者263人、原付運転中８３人、二輪

車運転中11人、。附車同乗中１人、その他３人

となっている。

（７）初心運転者の交通事故（事故車種免許取得後1年未満）・

ア発生件数353件（前年比-97件）全事故発生件数の３．７％

イ死者数６人（前年比十１人）全死者数の６．４％

ウ傷者数４６０人（前年比－１３８人）全傷者数の３０％

で死者数は増加したが、発生件数、,傷者数は減少した。

（ア）車種別では軽四輪乗用車が178件（前年比-45件）で初心運転者の事故50.4％と多く、

次いで普通乗用車の145件となっている。

（イ）年齢別では、２０歳未満が276件（前年比-67件）と最も多く、初心運転者事故の７８．２％

を占め、次いで２０歳代の６３件、３０歳代の８件と続いている。

（ウ）違反別では、前方不注意が１１７件（前年比－３３件）で初心運転者の事故の３３１％を占め

最も多く、次いで動静不iiil2視の４１件、安全不確認の３９件の順となっている。

悪質違反は５３件（前年比十１件）で初心運転者の事故の１Ｍ％を占め、うち信号無視が

２１件で悪質違反の３Ｍ％を占めている。

（エ）事故類型別では、追突が164件（前年比-45件）で初心運転者の事故の４６．５％を占め最

も多く、次いで出会い頭事故が78件と多く発生している。

（８）夜間の交通事故

ア発生件数2,475件（前年比－３５６件）全事故発生件数の２５．７％

イ死者数４１人（前年比－１９人）全死者数の４Ｍ％

ウ傷者数３１０６５人（前年比－４４０人）全傷者数の２Ｍ％

で発生件数、死者数、傷者数いずれも減少した。
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（ア）違反別では、悪質違反による事故が３３］件（前年比－１９件）で夜間の事故の１３４％を占

めている。死者数は４人（前年比一]４人）で、歩行者妨害等違反が２人、通行区分等違反が

１人、一時不停止違反が1人となっている。

（イ）路線別では､市町村道での発生が870件(前年比-146件)で､夜間の事故の件数の３５．２％

と最も多く、次いで主要国道の622件、県道の582件の順となっている。

死者数は県道が１６人（前年比－３人）で、夜間の事故の死者数の３９．０％を占めている。

（ウ）死者数を年齢別にみると、６５歳以上の高齢者が２２人（前年比－５人）で夜間の事故の死

者数の５３．７％を占め、特に歩行者が１９人で夜間の高齢者の死青数の８Ｍ％を占めている。

（９）週末の交通事故（土曜日及び日I曜日）

ア発生件数2,196件（前年比-494件）全事故発生､件数の２２．８％

イ死者数２２人（前年比－４人）全死者数の２３４％

ウ傷者数２１８５８人（前年比-724人）全傷者数の２４．１％

で発生件数、死者数、傷者数のいずれも減少した。

（ア）違反別では､悪質違反による事故が323件(前年比－８件)で週末の事故の14.7％を占め、

死者数は４人（前年比－３人）で、週末の事故の死者数の１Ｍ％を占めている。

（イ）路線別では、市町村道が８２９件（前年比－２１１件）で、週末の事故の３７．８％を占め、死者

数は国道が10人（前年比－１人）で、週末の事故の死者数の４５５％を占めている。

(10）飲酒運転の交通事故

ア発生件数９０件[13］（前年比-28件）全事故発生件数の０９％

イ死者数２人[Ｏ］（前年比－８人）全死者数の2.1％

ウ傷者数121人[21］（前年比-22人）全傷者数の１．０％

※［］は、酒酔い運転の事故で内数

で発生件数、死者数、傷者数いずれも減少した。

（ア）時間別では、１８時から２０時が１２件（前年比十５件)、０時から２時、２２時から２４時が１１

件（前年比－３件，－１件）で、合わせて飲酒運転の事i攻の３７．８％を占め、次いで１６時から

１８時が10件、２０時から２２時が９件、４時から６時が８件となっている。

死者数は、０時台と１９時台に1人ずつとなっている。

（イ）年齢別では、４０歳代が２４件（前年比－５件）で、飲酒運幅の事故の２６７％を占め、次い

で５０歳代の２０件となっている。

(11）無免許運転による交通事故

ア発生件数３３件（前年比±0件）全事故発生件数の０．３％

イ死者数０人（前年比－３人）全死者数の００％

ウ傷者数４３人（前年比十７人）全Ⅷ傷者数の０４％

で、死者数は減少したが、発生件数は|司数で、傷者数は増加した。

（ア）違反別では、悪質違反は９件（前年比十５件）で無免許運転による事故の２７．３％を占めて

いる｡．

（イ）年齢別では、１６歳から１９歳が９件（前年比÷４件)、５０歳代が７件（前年比＋６件）で、
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合わせて無免許運転による事故の４５．５％を占めている。

(12）交差点の交通事故

ア発生件数４，９３６，件（前年比－８３３件）全事故発生件数の５１．３％

イ死者数３８人（前年比－７人）全死者数の４０４％

ウ傷者数５，９２２人（前年比-1,202人）全傷者数の５００％

で発生件数、死者数、傷者数いずれも減少した。

（ア）違反別では、悪質違反による事故が11199件（前年比十８５件）で、交差点の事故の２４．３％

を占めている。

死者数は９人（前年比-10人）で、交差点の事故の死者数の２３．７％を占めている。

（イ）交差点形状では、中（幅員５５メートル以上１３メートル未満）が1,908件（前年比－１７４

件)で交差点事故の３８７％と最も多く、次いで小(幅員5.5メートル未満）のＬ168件､大(幅

員１３メートル以上）の４８１件となっている。

死者数は、小交差点が１１人（前年比十７人)、中交差点が10人（前年比－１６人)、大交差

点６人（前年比－４人)、交差点付近が１１人（前年比十６人）となっている。

(13）カーブ・屈折の交通事故

ア発生件数484件（前年比－１１９件）全事故発生件数の５．０％

イ死者数２０人（前年比－５人）全死者数の２１．３％

ウ傷者数６３１人（前年比－１７２人）・全傷者数の５Ｂ％

で発生件数、死者数、傷者数いずれも減少した。

（ア）違反別では、悪質違反による事故は７１件（前年比－２件）でカーブ(屈折）の事故の１４．７％

を占めている。

死者数は５人（前年比－５人）で、カーブ（屈折）の事故の死者数の２５．０％を占めている。

（イ）事故類型では、車両相互のうち正面衝突が158件（前年比－６２件）で、カーブ（屈折）の事

故の３２．６％を占め、次いで追突の109件が多い。

正面衝突による死者数は４人（前年比－８人）で、カーブ（屈折）の事故の死者数の２００％

を占めている。

(14）二輪車の交通事故

アニ輪運転者の事故（第１当事者）

（ア）発生件数102人（前年比-74件）全事故発生件数の１１％

（イ）死者数９人（前年比十２人）全死者数の９．６％

（ウ）傷者数１０５人（前年比－８４人）全傷者数の０．９％

で発生件数、傷者数は減少したが、死者数は増加した。

○章種別では、原`付が６２件（前年比－４９件）で二輪車の事故の６０．８％を占め最も多く、

次いで小型二輪の２０件、二種原付の１１件、軽二輪の９件となっている。

死者数は原付が４人（前年比－１人）で最も多く、二輪車の事故の死者数の４４４％を占

めている。

○違反別では、悪質違反による事故が２２件（前年比－２件）で、二輪車の事故の２１．６％を
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占めている。

死者数は３人（前年比十１人）で、二輪車の事故の死者数の33.3％を占めている。

イニ輪乗車中の死傷者

（ア）死者数１３人（前年比－２件）全死者数の１３８％

（イ）傷者数４５５人（前年比-77人）全傷者数の３８％

で死者数、傷者数いずれも減少した。

○車種別では、

・死者数は原付が６人（前年比－２人）で、二輪噸乗車中の死者数のＪＭ％を占め最も

多く、次いで軽二輪の４人、小型二輪の３人、

・傷者数は原付が257人（前年比-56人）で、二輪車乗車中の傷者数の５６．５％を占め最

も多く、次いで小型二輪の７２人

となっている。

○年齢別では、

・死者数が最も多いのは30歳代の４人（前年比十３人）であり、二輪車乗車中の死者数

の３０．８％

・傷者数は高齢者が９５人（前年比－２９人）と、二輪車乗車中の傷者数の２０９％を占め

最も多く、次いで３０歳代の８７人

となっている。

）タクシーの交通事故（第１当事者の事故）(15）タクシーの交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数１１４件（前年比－９件）全事故発生件数の１．２％

イ死者数０人（前年比±ｏ人）全死者数のｑｏ％

ウ傷者数133人．（前年比－８人）全`傷者数の１１％

で発生件数、傷者数はいずれも減少し、死者は前年同様なかった。

（ア）違反別では、安全運転義務違反が７４件（前年比－１２件）でタクシーの事故の６４．９％を占

め、特に安全不確認（31件)、動静不注視（18件)、前方不注意（15件）が多くなっている。

悪質違反は15件（前年比十２件）となっている。

（イ）年齢別では、６０歳代が52件（前年比十１件）で、タクシーの事故の４５．６％を占めている。

(16）バスの交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数２５件（前年比十９件）全事故発生件数の（Ｍ１％

イ死者数０人（前年比±０人）全死者数の00％

ウ傷者数２９人．（前年比十１２人）全,傷者数の０．２％

で、死者は前年同様なかったが、発生件数、傷者数は増加した。

（ア）違反別では、安全運転義務違反が２２件（前年比一'-10件）で、パスの事故の８８．０％を占め

ている。

悪質違反による事故は１件（前年比±０件）で信号無視（前年比±０件）となっている。

（イ）事故類型別では、車両相互のうち追突が１０件（前年比十６件）で、パス事故の４０，０％を占

めている。
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(17）ダンプカーの交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数７８件（前年比十23件）全事故発生件数の０．８％

イ死者数１人（前年比±０人）全死者数の1.1％

ウ傷者数９７人（前年比÷28人）全傷者数の０．８％

で発生･件数、傷者数は増加し、死者数は同数となっている。

（ア）違反別では、安全運転義務違反が54件（前年比十８件）で最も多く、ダンプカーの事故の

６９．２％を占めている。

なかでも、安全不確認が１７件、次いで前方不注意が１６件となっている。

悪質違反は１４件（前年比十１１件）となっている。

（イ）事故類型別では、車両相互のうち追突が28件（前年比十４件)、出会い頭が１５件（前年比

十７件）で、合わせるとダンプカーの事故の５５１％を占めている。

(18）貨物車（トラック）の交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数1,696件（前年比－１１７件）全事故発生件数の17.6％

イ死者数２７人（前年比－５人）全死者数の２８．７％

ウ傷者数2,072人（前年比一Ｍ人）全傷者数の１７．５％

で発生件数、死者数、傷者数のいずれも減少した。

（ア）違反別では、安全運転義務違反のうち前方不注意が520件（前年比-86件）で貨物車（ト

ラック）の事故の３０，７％を占め最も多く、次いで安全不確認の３１５件となっている。

悪質違反は２１９件（前年比一'-38件）で、一時不停止が６９件、信号無視が67件となってい

る。

死者数は、前方不注意が１３人（前年比十３人）で最も多く、貨物車（トラック）の事故

の死者数の４８１％を占めている。

悪質違反による死者数は７人（前年比±０人）で、信号無視、通行区分･追い越し違反、

歩行者妨害がそれぞれ２人で、最高速度が１人となっている。

（イ）事故類型別では、車両相互のうち追突が693件（前年比-71件）で貨物車（トラック）の

事故の４０９％を占め最も多く､次いで出会い頭の４１２件､右折時の106件の順となっている。

死者数が最も多いのは、車両相互の１１人（前年比±０人）で貨物車（トラック）の事故

の死者数の４０．７％を占めている。

(19）安全運転管理者選任事業所の交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数1,163件（前年比-451件）全事故発生件数の１２．１％

イ死者数１９人（前年比十８人）全死者数の２０２％

ウ傷者数1,407人（前年比-568人）全傷者数の11.9％

で発生件数、傷者数は減少したが、死者数は増加した。

（ア）時間別では、７時から８時が１６５件（前年比－５８件）で安管事業所の事故の14.2％を占

め、次いで１７時から１８時が120件と多い。

死者数が最も多いのは１６時台が５人で、０時台、９時台、１８時台、２０時台がそれぞれ２

人、６時台、７時台、10階台、１１時台、１７時台、２２時台が各１人となっている。
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（イ）通行目的別では、

○業務中303件（前年比-73件）安管事業所の事故の２６」％

○通勤中３９７．件（前年比-170件）安管事業所の事故の３４．１％

となっており、死者数は業務中が３人（前年比＋２人)、通勤中が１０人（前年比十６人）で

業務中・通勤中を合わせると、安管事業所の事故の死者数の６Ｍ％となっている。

(20）運行管理者選任事業所の交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数149件（前年比-142件）全事故発生件数の１５％

イ死者数３人（前年比－１人）全死者数の３２％

ウ傷者数170人（前年比-203人）全,傷者数のＬ４％

で発生件数、死者数、傷者数のいずれも減少した。

（ア）年齢別では、５０歳代が４８件（前年比－２９件）で、運管事業所の事故の３２．２％を占め最も

多いＣｌ

（イ）通行目的別では、

○業務中１１３件（前年比－１０２件）運管事業所の事故の７Ｍ％

○通勤中１６件（前年比-14件）運管事業所の事故の１０．７％＿

となっており、死者数の３人は業務中（前年比＋1人）となっている。

(21）県外運転者の交通事故（第１当事者の事故）

ア発生件数５７４件（前年比.-108件）全事故発生件数の６．０％

イ死者数８人、（前年比-11人）全死者数の８．５％

ウ．傷者数７８９人（前年比－１３０人）全傷者数の６．７％

で発生件数、死者数、傷者数のいずれも減少した。

（ア）月別にみると、お盆の時期で帰省客等が多い８月が73件（前年比－５件）で、県外運転者

事故の１２７％を占め最も多く、次いで１月の５７件の順となっている。

死者数は６月が３人、１１月が２人、１月・９月・１０月がそれぞれ１人となっている。

（イ）路線別では、主要国道が180件（前年比-63件）と最も多く、県外運転者の事故の３Ｌ４％

を占めている。

死者数は、国道４人（前年比－７人）と高速道路４人（前年比－１人）となっている。

‐５６‐ 



４交通事故の推移等

（１）交通指標の推移

(単位:件･人｡鮒）
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（２）年別・事i汝。自動車台数・運転者数等調 (単位：件・人・台）
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